














A STUDY ON DIGITALLY DIRECT DRIVEN TECHNOLOGY  









In recent years, the practical use of SR motors as rare earth motors is expected. However, SR motors have 
problems such as high electromagnetic noise and torque ripple and low efficiency, and their widespread use 
has been delayed. Therefore, we propose a multi-coil SR motor system using digital direct drive technology. 
The coil pairs of each phase of the SR motor are divided into multiple parts, and the current characteristics of 
the SR motor coil are confirmed by LTspice simulation. From that, it can be seen that the current operation of 
the multi-coil SR motor is faster than that of the single-coil SR motor. Multi-coil SR motors using digital 
direct drive technology are expected to increase the average torque due to the faster current rise and fall 
operations. 


































図 1 SRM の構造 
 
 





S2 同時に ON をする時，A相巻線に正電圧をかけて巻線
を励磁し，ロータを A相ステータに向け回す．A相電流
が制限電流値に上昇する時，S1，S2 どちらかを OFF する
ことにより，A相巻線の内部の磁気エネルギーが D1 ある
いは D2 を介して還流する．整列状態に至る際に S1，S2
を OFF する同時に A相巻線に接線された D1，D2 を介し
て逆電圧を印可される．これにより A 相巻線の電流を速





























図 4 使用コイル数の選択 
 
４． 提案手法 
（１）マルチコイル SR モータ 
 
 
図 5 マルチコイル SR モータ 
 
図 1 に示すようなシングルコイル SR モータの A，B，
C三相のシングルコイルを図 5 のように A，B，C三相そ






3．必要な出力により１ bit から 3bit まで駆動できる 



































チコイル化 SR モータのシグナルフロー図を示す． 
 
 






図 7 のようなマルチコイル SRM の 1相とシングルコイ
ルの等価回路を作ってシミュレーションをした． 
 





イル化 SR モータはシングルコイル SR モータより電流の
立上がり立下り動作が速くなるのが分かる．整列状態を
通り過ぎると制動トルクが発生するので，速やかに電流





図 8 マルチコイルとシングルコイルの電流動作 
 




図 9(a) 使用した SRM 
 
 
図 9(b) 改造されたマルチコイル SR モータ 
 
今回使用したステータ６突極／ロータ 4突極の SRM は
図 9(a)に示されている。A.B.C三相のシングルコイルを図
9(ｂ)の示すようにそれぞれ a1,a2,a3,b1,b2,b3,c1,c2,c3 に分
割されている．シングルコイル SRM をマルチコイル SRM
に改造された． 
（２）マルチコイルインダクタンスの実測 
A，B，C三相のそれぞれ分割されたコイルのインダク
タンスを実測された． 
 
７． まとめ 
本稿ではデジタル直接駆動技術を用いたマルチコイル
SR モータのシステムを提案した．シングルコイルとマル
チコイルに流れる電流のシミュレーションから，マルチ
コイル化 SR モータの電流の立上がりと立下り動作の高
速化により，平均トルクを増やせることを考察した．今
後の課題は，マルチコイル化 SR モータを試作し，実験を
行うことである. 
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